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Hokkaido International Exchange and Cooperation Center(HIECC)

会長　佐藤　俊夫

〒060-0003
札幌市中央区北３条西７丁目（道庁別館12F）
TEL：011-221-7840　FAX：011-221-7845
URL：http://www.hiecc.or.jp
E-mail：hiecc@hiecc.or.jp

1978(昭和53)年4月設立／1998(平成10)年3月認定

0千円／１４３，０６６千円

個人会員１６７人（年会費5,000円・特例会費2,000円）、法人等会員４７３団体(年
会費10,000円）

３１人（常勤１人）／１２人（派遣０人、正規８人、非常勤４人、嘱託０人、臨時０人）

国際交流施
設の概要

国際交流センター／国際交
流サロン 北海道所有、面積４０５．１６㎡、昭和54年１月設置 ／北海道所有、面積３５．４６

㎡、平成22年1月設置

北海道NGOネットワーク協議会

「Hoppoken」、日本語、年４回（季刊）／「であい」、日本語、年３回

外国人留学生国際交流支援
事業 奨学助成金の支給を行う。（支給月額：15,000円、対象：大学院生50人）

予算額（9,173千円）

外国人留学生受入促進事業 外国人留学生の受け入れ促進のため、北海道一丸となった広報活動を展開す
る。
予算額（690千円）

海外派遣事業
道内青年６名をアジア地域へ派遣し、現地視察や関係者との意見交換などを通
じ、本道におけるこれからの国際協力のあり方を学ぶとともに、国際的視野を
もった地域づくりに貢献できる人材を育成する。
予算額（2,012千円）

北太平洋地域研究事業
中国社会科学院をカウンターパートとする経済交流会議や、ロシアビジネスセミ
ナーを開催するとともに、北東アジアの政治経済・外交関係の重要テーマ等につ
いて、研究者を招聘しシンポジウムを開催する。
予算額(5,０００千円)

北海道海外技術研修員受入
事業

パラグアイ・アルゼンチンより北海道出身海外移住者子弟２名を受け入れ、地域
の発展に貢献できる技術の習得を図る。
予算額（5,293千円）

移住者子弟留学生受入事業 ブラジルより北海道出身海外移住者の子弟１名を受け入れ、道内の大学で就学
させる。
予算額（2,835千円）

北海道外国訪問団受入事業 アルゼンチンより北海道出身海外移住者の子弟を受け入れ、本道と移住国の相
互親善と相互理解を促進する。
予算額（1,927千円）

アジアの架け橋養成事業 道内の高校生を対象に、開発途上国の実情や環境問題について学ぶためにス
タディツアーを実施し、国際協力の次代を担う人材を育成する。
予算額（3,848千円）
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国際情報ネットワーク事業 インターネットを活用して国際交流等の情報を集約・蓄積し、広く道民などに提供
する。ホームページの多言語化を進め、在住外国人が必要とする情報の収集・
提供を強化する。
予算額（2,424千円）

外国公館交流促進事業 在道の総領事館・領事館・通商事務所等と連携し、北海道の魅力を海外に発信
するなど、外国公館と道民との架け橋となり国際化の推進に寄与する。
予算額（577千円）

国際交流助成事業 世界各地域との交流を促進し、北海道の生活文化や産業経済の発展に寄与す
るため、各地域の交流団体等が実施する各種交流事業に助成する。
予算額（2,000千円）

外国人にも暮らしやすい地域
づくり推進事業

本道における外国人居住者が年々増加するなか、地域住民と在住外国人の交
流機会や相互理解の不足を解消し、ともに地域の一員として、異文化や生活習
慣の違いをお互いに理解・尊重し合う多文化共生社会の実現に寄与する。予算
額（425千円）

中国黒竜江省友好提携周年
記念事業 北海道との友好提携30周年を迎える中国黒竜江省を訪問し、祝賀行事等に参

加する。予算額（2,012千円／海外派遣事業で実施）

韓国慶尚南道友好提携周年
記念事業 北海道との友好提携１０周年を迎える韓国慶尚南道を訪問し、両地域で取り組

んでいるミニバレー親善試合等で交流を行う。予算額（５５０千円）

多文化共生アワード（表彰）
事業

外国人にも暮らしやすい地域づくりについて、他の模範となるような先進的独創
的な活動等に取り組んでいる個人や団体を表彰し、本道の多文化共生の推進を
図る。予算額（３００千円）

国際理解講演会等事業(イスラー

ムの基礎を知るセミナーの様子)
アジアの架け橋養成事業

(バウフン小学校での交流の様子)

留学生地域交流支援事業
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